
 資料 2025-1-2 

地盤⼯学会関東⽀部 会員サービスグループ 
2024 年度 第 6 回幹事会 議事録 

 

開催⽇時、場所、出席者 

⽇ 時 2025 年 ３⽉ 27 ⽇（⽊）16：00〜17：00 会場 地盤⼯学会 会館 
ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ⼭⼝ 恵美 ○ 幹 事 藤原 覚太 ○ 学⽣幹事 伊波 ⿓之介 × 
ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ⼩林 優起 × 幹 事 内⽥ 翔太 ○ 学⽣幹事 ⾼橋 明⽇⾹ ○ 
幹 事 荒井 郁岳 × 幹 事 河内 ⼀晃 × 学⽣幹事 平野 皓⼤ ○ 
幹 事 島村 章吾 ○    学⽣幹事 深澤 健太 × 

 議事録担当：平野 
 

配布資料 

・資料 2024-6-1 第 6 回幹事会 議事次第 
・資料 2024-6-2 第 5 回幹事会 議事録 
・資料 2024-6-3 第４回運営委員会 報告 
・資料 2024-6-4 ジオ散歩 下⾒の報告 
・資料 2024-6-5 2025 年度 SSC について 
 
 

議事 

１．前回議事録の確認（資料 2024-6-2） 
資料 2024-6-2 に基づき，前回の議事録を確認し，承認された。 

 
２．第 4 回関東⽀部運営委員会 連絡事項（資料 2024-6-3） 
 ⼭⼝リーダー幹事より資料 2024-6-3 に基づき，第４回関東⽀部運営委員会での連絡事項があった。 
 2024 年度第 3 回商議員会では決済報告や⾏事報告を記載しており，決済報告では，各項⽬で⾚字

が⽬⽴つが，活動が活発であったことが要因であるため，許容範囲である。 
 2025 年 4 ⽉ 22 ⽇（⽕）には特別講演会を対⾯で⾏う。 
 今年は意⾒交換会も⾏う予定であるため，ぜひ参加してほしい 
 2025 年度に地盤⼯学会の会館の修繕が⾏われる。そのため，幹事会を会館で⾏う際は使⽤できる

か要確認する。 
 関東⽀部 HP の会員専⾨家からのご意⾒コーナーの運⽤が開始された。第⼀回⽬として東京⼤学の

桑野先⽣より，⼋潮市の陥没についての意⾒が記載された。 
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３．ジオ散歩 下⾒の報告（資料 2024-6-4） 
 内⽥幹事より資料 2024-6-4 に基づき，ジオ散歩下⾒報告が⾏われた。 
 下⾒は 3 ⽉ 12 ⽇に内⽥幹事，⼭⼝リーダー幹事，⼩林リーダー幹事，⾼橋学⽣幹事が⾏った。 
 ⻄国分寺駅をスタートにスポットを回り，⻄国分寺駅まで戻ってくるのに 2 時間程度であった。 
 お鷹の道では休憩所もある。 
 武蔵国分寺跡資料館があり，⼊場料 100 円で⾒学が可能である。 
 ルートについては坂道も多くなく⽐較的歩きやすいため，資料のルート案で開催を予定する。 
 講師のお願いする必要がある。 
 今回は地質だけでなく歴史に詳しい⽅に講師をお願いする。 
 市役所の職員の⽅に連絡し，講師をお願いできないか確認する。 
 東京学芸⼤学の⽜垣先⽣が詳しいので，そちらにお願いすることも検討する。 
 募集⼈数は 15 ⼈程度とする。 
 開催⽇時については講師の⽅が決まり次第，調整するが，梅⾬⼊り前には開催したい。 

 
 
４．2025 年度 SSC について（資料 2024-6-5） 
 島村幹事より資料 2024-6-5 に基づき，2025 年度 SSC のテーマ案の提案が⾏われた。 
 来年度は⾼校⽣の参加も予定しているため，昨年度とは違うテーマを開催する予定である。 
 ソイルタワーは⾼さやデザイン，プレゼンを判定項⽬とし，底⾯の⾯積や使⽤材料の規定を設ける。 
 ソイルタワーの規定は厳しくしすぎると早く終わってしまう可能性がある。 
 逆に規定が緩すぎると⼟の量が⼤量に必要となる。 
 泥団⼦は耐久⼒を競う。 
 泥団⼦の型枠はこちらで⽤意し，どの⼟を混ぜて使⽤するか競う⽅法もある。 
 補強盛⼟やトンネルは専⾨性が問われる。 
 もんじゃ焼きのように⼟で⼟⼿を作り，⽔をこぼさないように競うコンテストも提案された。 
 次回の幹事会（2025 年度第 1 回）にコンテスト内容を決定する。 
 アイデア募集中です！ 
 プレゼンはパワーポイントに限らず，模造紙やスケッチブックなど，⾃由形式とすることを告知す

る。 
 10 ⽉開催を⽬標とする。 
  
 
５．次回の開催予定 

・⽇時：2025 年 4 ⽉末、⽇程については別途調整 
・場所：地盤⼯学会館（対⾯）を予定している 

 
以上（⽂責：平野） 


